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2026 年5 月 14 日 

 

各 位 

会 社 名  東 京 製 綱 株 式 会 社 

代表者名   取 締 役 社 長  原 田 英 幸  

(コード番号 5981 東証プライム) 

問 合 せ先   取締役常務執行役員総務部長 喜旦康司 

(TEL.03-6366-7777) 

 

2026 年3 月期連結業績と業績予想の差異に関するお知らせ 

 

2025 年5 月 13 日に公表いたしました 2026 年3 月期(2025 年4 月 1 日～2026 年3 月31 日）の通期連結

業績予想と本日(2026 年 5 月 14 日)開示いたしました「2026 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕(連結）」の業績実績

に差異が発生いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 2026 年3 月期通期連結業績予想値と実績値との差異(2025 年4 月 1日～2026 年3 月31日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する当

期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回予想(A) 

(2025 年5 月 13 日発表) 

百万円 

64,000 

百万円 

4,000 

百万円 

3,900 

百万円 

3,200 

円 銭 

202.76 

実 績(B) 64,094 4,849 5,136 3,481 223.73 

増減額(B-A) 94 849 1,236 281 - 

増減率 0.1% 21.2% 31.7% 8.8% - 

(ご参考) 

前期(2025 年3 月期)実績 

百万円 

62,867 

百万円 

3,585 

百万円 

3,875 

百万円 

3,247 

円 銭 

205.77 

 

2. 差異が生じた理由 

前回予想(2025年５月13日発表)に対し、第4四半期連結会計期間において鋼索鋼線関連や国内防災・道路安全

関連の事業が好調に推移したほか、当連結会計期間を通じ CFCC 事業のプロジェクト案件の売上が集中したことが

寄与し、営業利益が前回予想を上回りました。 

これに加えて、持分法による投資利益の計上等で営業外損益が良化したことなどにより、経常利益が当初予想を大

幅に上回ることとなりました。 

 

 

以 上 


